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(57)【要約】

【課題】濾過手段でのバイオフィルムの繁殖を防止でき

るとともに、オンバラスト時の高速流量化を実現するこ

と。

【解決手段】本発明のバラスト水処理装置は、バラスト

タンク３０に貯える水を取水する取水手段１０と、取水

手段１０で取水した水を濾過する濾過手段２０と、濾過

手段２０を再生するための洗浄を行う洗浄手段５０を備

え、洗浄手段５０による濾過手段２０の洗浄時に殺滅物

質供給手段４０から供給される薬剤又は活性物質を含む

水で洗浄を行い、洗浄後の汚染水を汚染水タンク３１に

貯えることを特徴とする。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 バ ラ ス ト タ ン ク に 貯 え る 水 を 取 水 す る 取 水 手 段 と 、 前 記 取 水 手 段 で 取 水 し た 前 記 水 を 濾

過 す る 濾 過 手 段 と 、 前 記 濾 過 手 段 を 再 生 す る た め の 洗 浄 を 行 う 洗 浄 手 段 を 備 え た バ ラ ス ト

水 処 理 装 置 に お い て 、 前 記 洗 浄 手 段 に よ る 前 記 濾 過 手 段 の 洗 浄 時 に 薬 剤 又 は 活 性 物 質 を 含

む 水 で 洗 浄 を 行 い 、 洗 浄 後 の 汚 染 水 を 汚 染 水 タ ン ク に 貯 え る こ と を 特 徴 と す る バ ラ ス ト 水

処 理 装 置 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 洗 浄 手 段 に よ る 前 記 濾 過 手 段 の 洗 浄 を 、 前 記 取 水 手 段 に よ る 取 水 時 に 行 う こ と を 特

徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の バ ラ ス ト 水 処 理 装 置 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 濾 過 手 段 の 上 流 側 で 、 前 記 薬 剤 又 は 前 記 活 性 物 質 を 前 記 取 水 し た 前 記 水 に 添 加 す る

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の バ ラ ス ト 水 処 理 装 置 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 薬 剤 又 は 前 記 活 性 物 質 を 無 害 化 す る 無 害 化 手 段 を さ ら に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請

求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の バ ラ ス ト 水 処 理 装 置 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 薬 剤 又 は 前 記 活 性 物 質 の 濃 度 を 検 出 す る 濃 度 検 出 手 段 を さ ら に 備 え 、 前 記 薬 剤 又 は

前 記 活 性 物 質 の 濃 度 管 理 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載

の バ ラ ス ト 水 処 理 装 置 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 汚 染 水 タ ン ク に 貯 え ら れ た 前 記 汚 染 水 を 熱 処 理 す る 熱 処 理 手 段 を さ ら に 備 え 、 前 記

熱 処 理 手 段 で 熱 処 理 し た 前 記 汚 染 水 を 外 部 へ 排 出 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求

項 ５ の い ず れ か に 記 載 の バ ラ ス ト 水 処 理 装 置 。

【 請 求 項 ７ 】

　 前 記 熱 処 理 手 段 と し て 熱 回 収 型 熱 交 換 器 を 用 い た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の バ

ラ ス ト 水 処 理 装 置 。

【 請 求 項 ８ 】

　 前 記 汚 染 水 を 前 記 汚 染 水 タ ン ク に 貯 え る と き に 、 高 濃 度 の 薬 剤 又 は 活 性 物 質 で 前 記 汚 染

水 を 処 理 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の バ ラ ス ト 水 処 理

装 置 。

【 請 求 項 ９ 】

　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ８ の い ず れ か に 記 載 の バ ラ ス ト 水 処 理 装 置 を 搭 載 し た こ と を 特 徴 と

す る 船 舶 。

【 請 求 項 １ ０ 】

　 バ ラ ス ト タ ン ク に 貯 え る 水 を 取 水 し 、 取 水 し た 前 記 水 を 濾 過 手 段 で 濾 過 す る と と も に 、

前 記 濾 過 手 段 の 再 生 の た め の 洗 浄 を 薬 剤 又 は 活 性 物 質 を 含 む 水 で 洗 浄 を 行 い 、 洗 浄 後 の 汚

染 水 を 汚 染 水 タ ン ク に 貯 え る こ と を 特 徴 と す る バ ラ ス ト 水 処 理 方 法 。

【 請 求 項 １ １ 】

　 前 記 洗 浄 手 段 に よ る 前 記 濾 過 手 段 の 洗 浄 を 、 前 記 取 水 手 段 に よ る 取 水 時 に 行 う こ と を

特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の バ ラ ス ト 水 処 理 方 法 。

【 請 求 項 １ ２ 】

　 前 記 薬 剤 又 は 前 記 活 性 物 質 を 、 前 記 濾 過 手 段 の 上 流 側 で 前 記 取 水 し た 前 記 水 に 添 加 す る

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ 又 は 請 求 項 １ １ に 記 載 の バ ラ ス ト 水 処 理 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 バ ラ ス ト 水 の 注 排 水 に 伴 う 微 生 物 の 移 動 を 防 止 す る た め の バ ラ ス ト 水 処 理 装

置 、 こ の バ ラ ス ト 水 処 理 装 置 を 搭 載 し た 船 舶 、 及 び バ ラ ス ト 水 処 理 方 法 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】
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【 ０ ０ ０ ２ 】

　 一 般 的 な 活 性 物 質 （ ア ク テ ィ ブ サ ブ ス タ ン ス ） 添 加 型 の バ ラ ス ト 水 管 理 シ ス テ ム （ Ｂ Ｗ

Ｍ Ｓ ： Ｂ ａ ｌ ｌ ａ ｓ ｔ 　 Ｗ ａ ｔ ｅ ｒ 　 Ｍ ａ ｎ ａ ｇ ｅ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 Ｓ ｙ ｓ ｔ ｅ ｍ ） は 、 バ ラ ス

ト 水 取 水 時 に １ ０ ～ ５ ０ ミ ク ロ ン メ ッ シ ュ の フ ィ ル タ ー で 大 型 生 物 （ Ｌ サ イ ズ プ ラ ン ク ト

ン ） を 除 去 し 、 フ ィ ル タ ー メ ッ シ ュ に 残 さ れ た 生 物 は 、 連 続 的 に 行 わ れ る フ ィ ル タ ー 逆 洗

水 と と も に 取 水 海 域 に 戻 し 、 フ ィ ル タ ー を 通 過 し た バ ク テ リ ア や Ｓ サ イ ズ プ ラ ン ク ト ン の

入 っ た 濾 過 水 に 活 性 物 質 を 加 え 、 殺 滅 し 、 バ ラ ス ト タ ン ク へ と 導 く 方 式 を と る 。 こ れ に よ

っ て 、 Ｌ サ イ ズ プ ラ ン ク ト ン 殺 滅 が 苦 手 な 薬 剤 の 濃 度 を 下 げ ら れ 、 活 性 物 質 起 因 の 船 体 や

配 管 系 の 腐 食 、 環 境 へ の 活 性 物 質 に よ る 二 次 汚 染 の リ ス ク を 最 小 に 押 さ え る 努 力 が な さ れ

て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 通 常 の 海 域 で は こ の 方 式 は 有 効 な 手 段 と し て 国 際 海 事 機 関 （ Ｉ Ｍ Ｏ ） の Ｂ Ｗ Ｍ Ｓ ガ イ ド

ラ イ ン で あ る Ｇ ９ （ 活 性 物 質 を 使 用 し た バ ラ ス ト 水 管 理 シ ス テ ム 承 認 の た め の 手 続 （ ２ ０

０ ５ 年 ７ 月 ） ） や Ｇ ８ （ バ ラ ス ト 水 管 理 シ ス テ ム の 承 認 の た め の ガ イ ド ラ イ ン （ ２ ０ ０ ５

年 ７ 月 ） ） を 取 得 し て い る Ｂ Ｗ Ｍ Ｓ は 少 な く な い 。

　 し か し 、 上 記 の 手 段 で は フ ィ ル タ ー を 通 過 す る 海 水 に は 活 性 物 質 を 入 れ ら れ な い 関 係 上

、 東 京 湾 や 大 阪 湾 と い っ た 陸 上 か ら の 河 川 等 を 通 じ て の 栄 養 分 が 豊 富 な 海 水 で は 、 季 節 要

因 の 海 水 温 度 や 潮 位 変 化 等 に よ り 、 フ ィ ル タ ー に バ ク テ リ ア の 一 種 で あ る バ イ オ フ ィ ル ム

が 繁 殖 す る 場 合 が あ る 。 一 度 、 こ の バ イ オ フ ィ ル ム が 付 着 す る と 逆 洗 が 不 可 能 な 状 態 に 陥

り 、 フ ィ ル タ ー が 閉 塞 状 態 と な っ て バ ラ ス ト 水 を 取 水 す る こ と が 不 可 能 に な る と い う リ ス

ク を 抱 え て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 一 方 、 原 油 の 輸 送 を 主 な 目 的 と す る 大 型 タ ン カ ー の う ち 、 ２ ０ 万 ～ ３ ０ 万 重 量 ト ン の Ｖ

Ｌ Ｃ Ｃ （ Ｖ ｅ ｒ ｙ 　 Ｌ ａ ｒ ｇ ｅ 　 Ｃ ｒ ｕ ｄ ｅ 　 Ｏ ｉ ｌ 　 Ｃ ａ ｒ ｒ ｉ ｅ ｒ ） 用 の Ｂ Ｗ Ｍ Ｓ で

は 、 オ ン バ ラ ス ト に お い て 、 最 低 で も ３ ０ ０ ０ ト ン ／ ｈ が 求 め ら れ て お り （ バ ラ ス ト 水 排

出 時 に は 更 に 高 速 流 量 化 が 求 め ら れ 、 ６ ０ ０ ０ ト ン ／ ｈ 以 上 、 場 合 に よ っ て は １ 万 ト ン ／

ｈ ） 、 熱 回 収 型 Ｂ Ｗ Ｍ Ｓ は 排 出 時 処 理 で あ る こ と か ら 、 こ の 高 速 流 量 化 を 達 成 す る に は 、

熱 交 換 器 の 寸 法 や 価 格 面 か ら い さ さ か 無 理 が あ り 、 現 実 面 を 直 視 し た 場 合 に は 一 部 、 活 性

物 質 を 導 入 せ ざ る を 得 な い 状 況 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 と こ ろ で 、 特 許 文 献 １ で は 、 フ ィ ル タ ー へ の 残 留 物 を 殺 菌 し た 後 に 、 フ ィ ル タ ー を 通 過

し た 清 浄 水 と 混 合 し 、 バ ラ ス ト 水 と し て 貯 留 す る 装 置 が 提 案 さ れ て い る 。

　 ま た 、 特 許 文 献 ２ で は 、 バ ラ ス ト 水 タ ン ク 内 の 液 体 を 洗 浄 水 と し て フ ィ ル タ ー 装 置 上 流

側 に 環 流 さ せ 、 フ ィ ル タ ー 洗 浄 後 の 液 体 を 、 バ ラ ス ト 水 の 供 給 海 域 へ 排 出 す る 装 置 が 提 案

さ れ て い る 。

　 ま た 、 特 許 文 献 ３ で は 、 バ ラ ス ト タ ン ク か ら の 排 水 の 際 に も 、 濾 過 装 置 を 通 過 さ せ る 装

置 が 提 案 さ れ て い る 。

　 ま た 、 特 許 文 献 ４ で は 、 膜 の 洗 浄 時 に 薬 剤 を 用 い る 装 置 が 提 案 さ れ て い る 。

　 ま た 、 特 許 文 献 ５ で は 、 濾 過 膜 を 船 舶 航 行 中 に 薬 剤 を 用 い て 洗 浄 を 行 う 装 置 が 提 案 さ れ

て い る 。

　 ま た 、 特 許 文 献 ６ で は 、 サ イ ズ の 大 き な 海 生 物 と サ イ ズ の 小 さ な 海 生 物 に 分 離 し 、 サ イ

ズ の 小 さ な 海 生 物 に 対 し て 薬 剤 殺 菌 を 行 う 装 置 が 提 案 さ れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ６ － １ ０ ２ ２ ８ ３ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ７ － ２ ２ ９ ５ ７ ５ 号 公 報

【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ８ － ２ １ ２ ９ ０ １ 号 公 報

【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 ２ ０ ０ ９ － ６ ２ １ ３ 号 公 報

【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 ２ ０ １ ０ － ９ ４ ５ ８ ４ 号 公 報
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【 特 許 文 献 ６ 】 国 際 公 開 第 ２ ０ ０ ８ ／ １ １ ４ ７ ９ ３ 号

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 し か し 、 特 許 文 献 １ で は 、 殺 菌 し た 残 留 物 を 清 浄 水 と 混 合 す る た め に 、 薬 液 が 清 浄 水 に

よ っ て 薄 ま り 、 生 き 残 っ た バ ク テ リ ア が 貯 留 中 に 繁 殖 し て し ま う と い う 問 題 を 抱 え て い る

。 ま た 、 フ ィ ル タ ー で の バ イ オ フ ィ ル ム の 繁 殖 を 有 効 に 防 止 す る こ と が で き ず 、 フ ィ ル タ

ー が 閉 塞 状 態 と な っ て し ま う リ ス ク を 抱 え て い る 。

　 ま た 、 特 許 文 献 ２ か ら 特 許 文 献 ５ で は 、 バ ラ ス ト 水 取 水 時 に は 、 フ ィ ル タ ー に 残 留 す る

プ ラ ン ク ト ン や バ ク テ リ ア の 繁 殖 を 抑 え る こ と は で き ず 、 取 水 時 か ら 洗 浄 時 ま で の 時 間 が

長 く な っ て し ま う と 、 バ ク テ リ ア の 繁 殖 に よ り 付 着 し た バ イ オ フ ィ ル ム の 除 去 が 困 難 と な

っ て し ま う 。 ま た 、 フ ィ ル タ ー で 分 離 さ れ る 処 理 排 水 を 海 域 に 排 出 し 、 フ ィ ル タ ー を 通 過

し た 水 だ け を バ ラ ス ト 水 と し て 利 用 す る た め 、 バ ラ ス ト 水 の 貯 留 に 時 間 が か か っ て し ま う

と い う 問 題 を 有 す る 。

　 ま た 、 特 許 文 献 ６ で は 、 フ ィ ル タ ー に 残 留 す る プ ラ ン ク ト ン や バ ク テ リ ア の 繁 殖 を 抑 え

る こ と は で き ず 、 付 着 し た バ イ オ フ ィ ル ム の 除 去 が 困 難 と な っ て し ま う 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 濾 過 手 段 で の バ イ オ フ ィ ル ム の 繁 殖 を 防 止 で き る と と も に 、 オ ン バ

ラ ス ト 時 の 高 速 流 量 化 を 実 現 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 請 求 項 １ 記 載 の 本 発 明 に 対 応 し た バ ラ ス ト 水 処 理 装 置 に お い て は 、 バ ラ ス ト タ ン ク に 貯

え る 水 を 取 水 す る 取 水 手 段 と 、 取 水 手 段 で 取 水 し た 水 を 濾 過 す る 濾 過 手 段 と 、 濾 過 手 段 を

再 生 す る た め の 洗 浄 を 行 う 洗 浄 手 段 を 備 え た バ ラ ス ト 水 処 理 装 置 に お い て 、 洗 浄 手 段 に よ

る 濾 過 手 段 の 洗 浄 時 に 薬 剤 又 は 活 性 物 質 を 含 む 水 で 洗 浄 を 行 い 、 洗 浄 後 の 汚 染 水 を 汚 染 水

タ ン ク に 貯 え る こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 １ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 薬 剤 又 は 活 性 物 質

を 含 む 水 で 濾 過 手 段 を 洗 浄 す る こ と で バ ク テ リ ア や プ ラ ン ク ト ン を 殺 滅 し 、 濾 過 手 段 で の

バ イ オ フ ィ ル ム の 繁 殖 を 防 止 で き 、 ま た 洗 浄 後 の 汚 染 水 を 汚 染 水 タ ン ク に 貯 え る こ と で バ

ラ ス ト と し て 利 用 で き る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 請 求 項 ２ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の バ ラ ス ト 水 処 理 装 置 に お い て 、 洗 浄 手 段 に

よ る 濾 過 手 段 の 洗 浄 を 、 取 水 手 段 に よ る 取 水 時 に 行 う こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 ２ に 記 載

の 本 発 明 に よ れ ば 、 取 水 手 段 に よ る 取 水 時 に 濾 過 手 段 の 洗 浄 を 行 う こ と で 、 洗 浄 を 連 続 的

に 行 え る と と も に 、 汚 染 水 を バ ラ ス ト に 用 い る た め に 、 オ ン バ ラ ス ト 時 間 を 短 縮 で き る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 請 求 項 ３ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の バ ラ ス ト 水 処 理 装 置 に お い て

、 濾 過 手 段 の 上 流 側 で 、 薬 剤 又 は 活 性 物 質 を 取 水 し た 水 に 添 加 す る こ と を 特 徴 と す る 。 請

求 項 ３ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 濾 過 手 段 の 上 流 側 で 薬 剤 又 は 活 性 物 質 を 添 加 す る こ と で

、 濾 過 手 段 に バ イ オ フ ィ ル ム が 繁 殖 す る こ と が な く 、 濾 過 手 段 の 機 能 低 下 を 防 止 で き る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 請 求 項 ４ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の バ ラ ス ト 水 処 理 装

置 に お い て 、 薬 剤 又 は 活 性 物 質 を 無 害 化 す る 無 害 化 手 段 を さ ら に 備 え た こ と を 特 徴 と す る

。 請 求 項 ４ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 薬 剤 又 は 活 性 物 質 を 無 害 化 し て 汚 染 水 を 海 域 に 戻 す

こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 請 求 項 ５ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の バ ラ ス ト 水 処 理 装

置 に お い て 、 薬 剤 又 は 活 性 物 質 の 濃 度 を 検 出 す る 濃 度 検 出 手 段 を さ ら に 備 え 、 薬 剤 又 は 活

性 物 質 の 濃 度 管 理 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 ５ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 薬 剤 又 は

活 性 物 質 の 濃 度 管 理 を 行 う こ と で バ ク テ リ ア や プ ラ ン ク ト ン を 確 実 に 殺 滅 で き る と と も に

薬 剤 又 は 活 性 物 質 の 濃 度 を 適 正 に 管 理 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ４ 】

　 請 求 項 ６ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の バ ラ ス ト 水 処 理 装

置 に お い て 、 汚 染 水 タ ン ク に 貯 え ら れ た 汚 染 水 を 熱 処 理 す る 熱 処 理 手 段 を さ ら に 備 え 、 熱

処 理 手 段 で 熱 処 理 し た 汚 染 水 を 外 部 へ 排 出 す る こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 ６ に 記 載 の 本 発

明 に よ れ ば 、 熱 処 理 を 行 う こ と で 、 バ ク テ リ ア や プ ラ ン ク ト ン を 殺 滅 す る こ と が で き る と

と も に 、 例 え ば 活 性 物 質 と し て 塩 素 を 用 い て い る 場 合 な ど で は 無 害 化 を 行 う こ と が で き る

。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 請 求 項 ７ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 ６ に 記 載 の バ ラ ス ト 水 処 理 装 置 に お い て 、 熱 処 理 手 段

と し て 熱 回 収 型 熱 交 換 器 を 用 い た こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 ７ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、

熱 交 換 器 の バ イ オ フ ィ ル ム 汚 損 に よ る 性 能 劣 化 を 防 止 で き 、 熱 回 収 に よ っ て 省 エ ネ 化 を 図

る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 請 求 項 ８ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の バ ラ ス ト 水 処 理 装

置 に お い て 、 汚 染 水 を 汚 染 水 タ ン ク に 貯 え る と き に 、 高 濃 度 の 薬 剤 又 は 活 性 物 質 で 汚 染 水

を 処 理 し た こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 ８ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 濾 過 手 段 の 洗 浄 時 に 添

加 す る 薬 剤 又 は 活 性 物 質 で は 死 滅 し な い 、 例 え ば Ｌ サ イ ズ プ ラ ン ク ト ン を 殺 滅 す る こ と が

で き る 。 ま た 、 汚 染 水 タ ン ク に 蓄 え て い る 間 に 時 間 を か け て 薬 剤 や 活 性 物 質 の 効 力 を 低 下

さ せ る こ と が で き る の で 、 バ ラ ス ト 排 出 時 の 無 害 化 へ の 負 担 を 軽 減 で き る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 請 求 項 ９ 記 載 の 本 発 明 に 対 応 し た 船 舶 に お い て は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ８ の い ず れ か に

記 載 の バ ラ ス ト 水 処 理 装 置 を 搭 載 し た こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 ９ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ

ば 、 薬 剤 又 は 活 性 物 質 を 含 む 水 で 濾 過 手 段 を 洗 浄 す る こ と で バ ク テ リ ア や プ ラ ン ク ト ン を

殺 滅 し 、 濾 過 手 段 で の バ イ オ フ ィ ル ム の 繁 殖 を 防 止 で き 、 ま た 洗 浄 後 の 汚 染 水 を 汚 染 水 タ

ン ク に 貯 え る こ と で バ ラ ス ト と し て 利 用 で き る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 請 求 項 １ ０ 記 載 の 本 発 明 に 対 応 し た バ ラ ス ト 水 処 理 方 法 に お い て は 、 バ ラ ス ト タ ン ク に

貯 え る 水 を 取 水 し 、 取 水 し た 水 を 濾 過 手 段 で 濾 過 す る と と も に 、 濾 過 手 段 の 再 生 の た め の

洗 浄 を 薬 剤 又 は 活 性 物 質 を 含 む 水 で 洗 浄 を 行 い 、 洗 浄 後 の 汚 染 水 を 汚 染 水 タ ン ク に 貯 え る

こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 薬 剤 又 は 活 性 物 質 を 含 む 水 で 濾

過 手 段 を 洗 浄 す る こ と で バ ク テ リ ア や プ ラ ン ク ト ン を 殺 滅 し 、 濾 過 手 段 で の バ イ オ フ ィ ル

ム の 繁 殖 を 防 止 で き 、 ま た 洗 浄 後 の 汚 染 水 を 汚 染 水 タ ン ク に 貯 え る こ と で バ ラ ス ト と し て

利 用 で き る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 請 求 項 １ １ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の バ ラ ス ト 水 処 理 方 法 に お い て 、 洗 浄 手

段 に よ る 濾 過 手 段 の 洗 浄 を 、 取 水 手 段 に よ る 取 水 時 に 行 う こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 １ １

に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 取 水 手 段 に よ る 取 水 時 に 濾 過 手 段 の 洗 浄 を 行 う こ と で 、 洗 浄 を

連 続 的 に 行 え る と と も に 、 汚 染 水 を バ ラ ス ト に 用 い る た め に 、 オ ン バ ラ ス ト 時 間 を 短 縮 で

き る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 請 求 項 １ ２ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ ０ 又 は 請 求 項 １ １ に 記 載 の バ ラ ス ト 水 処 理 方 法 に

お い て 、 薬 剤 又 は 活 性 物 質 を 、 濾 過 手 段 の 上 流 側 で 取 水 し た 水 に 添 加 す る こ と を 特 徴 と す

る 。 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 濾 過 手 段 の 上 流 側 で 薬 剤 又 は 活 性 物 質 を 添 加 す

る こ と で 、 濾 過 手 段 に バ イ オ フ ィ ル ム が 繁 殖 す る こ と が な く 、 濾 過 手 段 の 機 能 低 下 を 防 止

で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ２ １ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 薬 剤 又 は 活 性 物 質 を 含 む 水 で 濾 過 手 段 を 洗 浄 す る こ と で バ ク テ リ ア や

プ ラ ン ク ト ン を 殺 滅 し 、 濾 過 手 段 で の バ イ オ フ ィ ル ム の 繁 殖 を 防 止 で き 、 ま た 洗 浄 後 の 汚

染 水 を 汚 染 水 タ ン ク に 貯 え る こ と で バ ラ ス ト と し て 利 用 で き る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】

　 ま た 、 洗 浄 手 段 に よ る 濾 過 手 段 の 洗 浄 を 、 取 水 手 段 に よ る 取 水 時 に 行 う 場 合 に は 、 取 水

手 段 に よ る 取 水 時 に 濾 過 手 段 の 洗 浄 を 行 う こ と で 、 洗 浄 を 連 続 的 に 行 え る と と も に 、 汚 染

水 を バ ラ ス ト に 用 い る た め に 、 オ ン バ ラ ス ト 時 間 を 短 縮 で き る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 ま た 、 濾 過 手 段 の 上 流 側 で 、 薬 剤 又 は 活 性 物 質 を 取 水 し た 水 に 添 加 す る 場 合 に は 、 濾 過

手 段 の 上 流 側 で 薬 剤 又 は 活 性 物 質 を 添 加 す る こ と で 、 濾 過 手 段 に バ イ オ フ ィ ル ム が 繁 殖 す

る こ と が な く 、 濾 過 手 段 の 機 能 低 下 を 防 止 で き る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 ま た 、 薬 剤 又 は 活 性 物 質 を 無 害 化 す る 無 害 化 手 段 を さ ら に 備 え た 場 合 に は 、 薬 剤 又 は 活

性 物 質 を 無 害 化 す る こ と で 、 汚 染 水 を 海 域 に 戻 す こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 ま た 、 薬 剤 又 は 活 性 物 質 の 濃 度 を 検 出 す る 濃 度 検 出 手 段 を さ ら に 備 え 、 薬 剤 又 は 活 性 物

質 の 濃 度 管 理 を 行 う 場 合 に は 、 薬 剤 又 は 活 性 物 質 の 濃 度 管 理 を 行 う こ と で バ ク テ リ ア や プ

ラ ン ク ト ン を 確 実 に 殺 滅 で き る と と も に 薬 剤 又 は 活 性 物 質 を 必 要 以 上 に 添 加 す る こ と を 防

止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 ま た 、 汚 染 水 タ ン ク に 貯 え ら れ た 汚 染 水 を 熱 処 理 す る 熱 処 理 手 段 を さ ら に 備 え 、 熱 処 理

手 段 で 熱 処 理 し た 汚 染 水 を 外 部 へ 排 出 す る 場 合 に は 、 熱 処 理 を 行 う こ と で 、 バ ク テ リ ア や

プ ラ ン ク ト ン を 殺 滅 す る こ と が で き る と と も に 、 例 え ば 活 性 物 質 と し て 塩 素 を 用 い て い る

場 合 な ど で は 無 害 化 を 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 ま た 、 熱 処 理 手 段 と し て 熱 回 収 型 熱 交 換 器 を 用 い た 場 合 に は 、 熱 交 換 器 の バ イ オ フ ィ ル

ム 汚 損 に よ る 性 能 劣 化 を 防 止 で き 、 熱 回 収 に よ っ て 省 エ ネ 化 を 図 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 ま た 、 汚 染 水 を 汚 染 水 タ ン ク に 貯 え る と き に 、 高 濃 度 の 薬 剤 又 は 活 性 物 質 で 汚 染 水 を 処

理 し た 場 合 に は 、 濾 過 手 段 の 洗 浄 時 に 添 加 す る 薬 剤 又 は 活 性 物 質 で は 死 滅 し な い プ ラ ン ク

ト ン を 殺 滅 す る こ と が で き 、 汚 染 水 タ ン ク に 蓄 え て い る 間 に 時 間 を か け て 薬 剤 や 活 性 物 質

の 効 力 を 低 下 さ せ る こ と が で き る の で 、 バ ラ ス ト 排 出 時 の 無 害 化 へ の 負 担 を 軽 減 で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ９ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る バ ラ ス ト 水 処 理 装 置 の ラ イ ン 図

【 図 ２ 】 同 バ ラ ス ト 水 処 理 装 置 の オ ン バ ラ ス ト 時 の 流 れ を 示 す ラ イ ン 図

【 図 ３ 】 同 バ ラ ス ト 水 処 理 装 置 の オ ン バ ラ ス ト 時 （ 濾 過 手 段 の 洗 浄 ） の 流 れ を 示 す ラ イ ン

図

【 図 ４ 】 同 バ ラ ス ト 水 処 理 装 置 の デ バ ラ ス ト 時 の 流 れ を 示 す ラ イ ン 図

【 図 ５ 】 同 バ ラ ス ト 水 処 理 装 置 の デ バ ラ ス ト 時 （ 汚 染 水 の 排 出 ） の 流 れ を 示 す ラ イ ン 図

【 図 ６ 】 同 バ ラ ス ト 水 処 理 装 置 に 用 い る 洗 浄 手 段 付 濾 過 手 段 の 概 念 構 成 図

【 図 ７ 】 同 バ ラ ス ト 水 処 理 装 置 を 搭 載 し た 船 舶 の 概 略 構 成 図

【 図 ８ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に よ る バ ラ ス ト 水 処 理 装 置 の ラ イ ン 図

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 以 下 に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る バ ラ ス ト 水 処 理 装 置 に つ い て 説 明 す る 。

　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る バ ラ ス ト 水 処 理 装 置 の ラ イ ン 図 、 図 ２ は 同 バ ラ ス ト 水 処

理 装 置 の オ ン バ ラ ス ト 時 の 流 れ を 示 す ラ イ ン 図 、 図 ３ は 同 バ ラ ス ト 水 処 理 装 置 の オ ン バ ラ

ス ト 時 （ 濾 過 手 段 の 洗 浄 ） の 流 れ を 示 す ラ イ ン 図 、 図 ４ は 同 バ ラ ス ト 水 処 理 装 置 の デ バ ラ

ス ト 時 の 流 れ を 示 す ラ イ ン 図 、 図 ５ は 同 バ ラ ス ト 水 処 理 装 置 の デ バ ラ ス ト 時 （ 汚 染 水 の 排

出 ） の 流 れ を 示 す ラ イ ン 図 、 図 ６ は 同 バ ラ ス ト 水 処 理 装 置 に 用 い る 洗 浄 手 段 付 濾 過 手 段 の

概 念 構 成 図 、 図 ７ は 同 バ ラ ス ト 水 処 理 装 置 を 搭 載 し た 船 舶 の 概 略 構 成 図 で あ る 。

【 ０ ０ ３ １ 】
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　 ま ず 、 図 １ を 用 い て バ ラ ス ト 水 処 理 装 置 の 構 成 を 説 明 す る 。

　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の バ ラ ス ト 水 処 理 装 置 は 、 水 （ 海 水 ） を 取 水 す る 取 水 手

段 １ ０ と 、 取 水 手 段 １ ０ で 取 水 し た 水 を 濾 過 す る 濾 過 手 段 ２ ０ と 、 濾 過 手 段 ２ ０ で 濾 過 し

た 水 を 貯 え る バ ラ ス ト タ ン ク ３ ０ と 、 取 水 手 段 １ ０ で 取 水 し た 水 に 添 加 す る 薬 剤 又 は 活 性

物 質 を 貯 え る 殺 滅 物 質 供 給 手 段 ４ ０ と 、 バ ラ ス ト タ ン ク ３ ０ に 貯 え た 水 を 海 域 に 排 水 す る

と き に 薬 剤 又 は 活 性 物 質 を 無 害 化 す る 無 害 化 手 段 ６ ０ と 、 濾 過 手 段 ２ ０ の 洗 浄 後 の 汚 染 水

を 貯 え る 汚 染 水 タ ン ク ３ １ と 、 汚 染 水 タ ン ク ３ １ に 貯 え ら れ た 汚 染 水 を 熱 処 理 す る 熱 処 理

手 段 ７ ０ と を 備 え て い る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 本 実 施 形 態 に お け る 濾 過 手 段 ２ ０ は 、 濾 過 手 段 ２ ０ を 再 生 す る た め の 洗 浄 を 行 う 洗 浄 手

段 ５ ０ を 備 え て い る 。

　 取 水 手 段 １ ０ に は 、 バ ラ ス ト ポ ン プ が 用 い ら れ 、 バ ラ ス ト ポ ン プ で 取 水 シ ー チ ェ ス ト １

１ か ら 水 を 取 水 す る 。

　 濾 過 手 段 ２ ０ に は 、 例 え ば １ ０ ～ ５ ０ ミ ク ロ ン メ ッ シ ュ の フ ィ ル タ ー が 用 い ら れ 、 １ ０

～ ５ ０ ミ ク ロ ン メ ッ シ ュ の フ ィ ル タ ー で は 大 型 生 物 （ Ｌ サ イ ズ プ ラ ン ク ト ン ） が 除 去 さ れ

る 。

　 バ ラ ス ト タ ン ク ３ ０ は 複 数 の タ ン ク で 構 成 さ れ 、 バ ラ ス ト タ ン ク ３ ０ の 一 部 の タ ン ク を

汚 染 水 タ ン ク ３ １ と し て 用 い る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 殺 滅 物 質 供 給 手 段 ４ ０ に は 、 薬 剤 又 は 活 性 物 質 を 貯 え る 薬 液 タ ン ク を 用 い る こ と が で き

る が 、 活 性 物 質 と し て は 例 え ば 塩 素 を 用 い る こ と が で き る 。 ま た 、 殺 滅 物 質 供 給 手 段 ４ ０

に は 、 電 気 分 解 生 成 器 や 紫 外 線 照 射 器 を 用 い る こ と が で き る 。

　 無 害 化 手 段 ６ ０ に は 、 薬 剤 又 は 活 性 物 質 を 中 和 す る 中 和 液 を 貯 え る 中 和 液 タ ン ク を 用 い

る こ と が で き 、 中 和 液 と し て は 例 え ば チ オ 硫 酸 ナ ト リ ウ ム を 用 い る こ と が で き る 。 無 害 化

手 段 ６ ０ は 、 バ ラ ス ト タ ン ク ３ ０ の 残 留 薬 剤 等 の 無 害 化 に 用 い ら れ る と と も に 、 汚 染 水 タ

ン ク ３ １ の 残 留 薬 剤 等 の 無 害 化 に も 用 い ら れ る 。 ま た 、 無 害 化 手 段 ６ ０ に は 、 塩 素 を 飛 ば

す 加 熱 器 を 用 い る こ と が で き る 。

　 熱 処 理 手 段 ７ ０ に は 、 熱 回 収 型 熱 交 換 器 を 用 い る こ と が で き る 。 熱 処 理 手 段 ７ ０ で の 熱

処 理 に よ っ て 、 バ ク テ リ ア や プ ラ ン ク ト ン を 殺 滅 処 理 す る が 、 例 え ば 活 性 物 質 と し て 塩 素

を 用 い る 場 合 に は 殺 滅 物 質 の 無 害 化 を 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 取 水 シ ー チ ェ ス ト １ １ か ら 取 水 手 段 １ ０ ま で の 配 管 に は 、 開 閉 バ ル ブ Ｖ １ が 設 け ら れ て

い る 。

　 開 閉 バ ル ブ Ｖ １ か ら 取 水 手 段 １ ０ ま で の 配 管 に は 、 混 合 弁 ９ １ が 設 け ら れ 、 混 合 弁 ９ １

に 殺 滅 物 質 供 給 手 段 ４ ０ か ら の 給 水 管 ４ １ が 接 続 さ れ て い る 。 給 水 管 ４ １ に は 、 殺 滅 物 質

供 給 ポ ン プ Ｙ Ｐ １ が 設 け ら れ て い る 。

　 取 水 手 段 １ ０ か ら 濾 過 手 段 ２ ０ ま で の 配 管 に は 、 開 閉 バ ル ブ Ｖ ２ が 設 け ら れ て い る 。

　 取 水 手 段 １ ０ か ら 開 閉 バ ル ブ Ｖ ２ ま で の 配 管 に は 、 切 替 弁 ９ ２ が 設 け ら れ 、 切 替 弁 ９ ２

に 排 水 シ ー チ ェ ス ト ８ １ へ の 排 水 管 ８ ２ が 接 続 さ れ て い る 。 排 水 管 ８ ２ に は 、 開 閉 バ ル ブ

Ｖ ３ が 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 濾 過 手 段 ２ ０ の 出 口 は 、 配 管 に よ っ て バ ラ ス ト タ ン ク ３ ０ に 接 続 さ れ て い る 。 濾 過 手 段

２ ０ と バ ラ ス ト タ ン ク ３ ０ を 接 続 す る 配 管 に は 、 分 岐 弁 ９ ３ が 設 け ら れ 、 分 岐 弁 ９ ３ に 逆

洗 用 ポ ン プ ５ １ へ の 分 岐 管 ８ ３ が 接 続 さ れ て い る 。 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 分 岐 弁 ９ ３ と

し て 説 明 す る が 、 分 岐 弁 ９ ３ は 切 替 弁 で あ っ て も よ い 。 分 岐 弁 ９ ３ を 用 い た 場 合 に は 、 バ

ラ ス ト タ ン ク ３ ０ へ の 取 水 を 継 続 し て 行 い な が ら 、 濾 過 手 段 ２ ０ の 洗 浄 を 行 う こ と が で き

、 分 岐 弁 ９ ３ に 代 え て 切 替 弁 を 用 い た 場 合 に は 、 バ ラ ス ト タ ン ク ３ ０ へ の 取 水 の 停 止 時 に

濾 過 手 段 ２ ０ の 洗 浄 を 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 逆 洗 用 ポ ン プ ５ １ の 出 口 は 、 洗 浄 用 配 管 ８ ４ に よ っ て 濾 過 手 段 ２ ０ に 接 続 さ れ て い る 。
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　 濾 過 手 段 ２ ０ に は 排 出 管 ８ ５ が 接 続 さ れ 、 洗 浄 用 配 管 ８ ４ に よ っ て 供 給 さ れ 、 濾 過 手 段

２ ０ を 洗 浄 し た 後 の 汚 染 水 は 、 排 出 管 ８ ５ に よ っ て 汚 染 水 タ ン ク ３ １ に 貯 え ら れ る 。

　 汚 染 水 タ ン ク ３ １ と 熱 処 理 手 段 ７ ０ と は 配 管 ８ ６ で 接 続 さ れ 、 熱 処 理 手 段 ７ ０ の 下 流 側

の 配 管 ８ ７ は 、 切 替 弁 ９ ４ に 接 続 さ れ て い る 。

　 切 替 弁 ９ ４ は 、 分 岐 弁 ９ ３ と バ ラ ス ト タ ン ク ３ ０ と の 間 の 配 管 に 設 け ら れ て い る 。

　 分 岐 弁 ９ ３ と 切 替 弁 ９ ４ と の 間 の 配 管 に は 切 替 弁 ９ ５ が 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 ま た 、 混 合 弁 ９ １ と 取 水 手 段 １ ０ と の 間 の 配 管 に は 、 切 替 弁 ９ ６ が 設 け ら れ て い る 。

　 そ し て 、 切 替 弁 ９ ５ と 切 替 弁 ９ ６ と は 、 配 管 ８ ８ で 接 続 さ れ て い る 。

　 配 管 ８ ８ に は 、 開 閉 バ ル ブ Ｖ ４ が 設 け ら れ て い る 。 開 閉 バ ル ブ Ｖ ４ か ら 切 替 弁 ９ ６ ま で

の 間 の 配 管 ８ ８ に は 、 混 合 弁 ９ ７ が 設 け ら れ て い る 。

　 混 合 弁 ９ ７ に は 、 無 害 化 手 段 ６ ０ か ら の 配 管 ６ １ が 接 続 さ れ 、 配 管 ６ １ に は ポ ン プ Ｙ Ｐ

２ が 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 熱 処 理 手 段 ７ ０ は 、 ポ ン プ ７ １ と 熱 回 収 型 熱 交 換 器 ７ ２ と 熱 交 換 器 ７ ３ と か ら 構 成 さ れ

て い る 。 ポ ン プ ７ １ に よ っ て 汚 染 水 タ ン ク ３ １ か ら 導 出 さ せ た 汚 染 水 は 、 熱 回 収 型 熱 交 換

器 ７ ２ で 吸 熱 し た 後 に 熱 交 換 器 ７ ３ で 更 に 加 熱 さ れ 、 そ の 後 熱 回 収 型 熱 交 換 器 ７ ２ で 放 熱

し 、 配 管 ８ ７ に 導 出 さ れ る 。

　 熱 交 換 器 ７ ３ は 、 熱 源 手 段 ７ ４ に よ っ て 加 熱 さ れ る 。 熱 源 手 段 ７ ４ は 、 熱 交 換 器 ７ ３ 、

復 水 タ ン ク ７ ５ 、 循 環 ポ ン プ ７ ６ と と も に 配 管 に て 環 状 に 接 続 さ れ 、 配 管 内 を 熱 媒 体 が 循

環 す る 。 熱 源 手 段 ７ ４ に は 、 補 助 ボ イ ラ ー や 排 熱 回 収 サ イ レ ン サ ー が 用 い ら れ る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 本 実 施 形 態 の バ ラ ス ト 水 処 理 装 置 は 、 混 合 弁 ９ １ の 下 流 側 に 薬 剤 又 は 活 性 物 質 の 濃 度 を

検 出 す る 濃 度 検 出 手 段 ９ ８ を 備 え て い る 。

　 濃 度 検 出 手 段 ９ ８ は 、 取 水 手 段 １ ０ か ら 濾 過 手 段 ２ ０ ま で の 配 管 に 設 け る こ と が 好 ま し

い 。 特 に 、 取 水 手 段 １ ０ と 切 替 弁 ９ ２ の 間 に 設 け る こ と に よ り 、 デ バ ラ ス ト 時 に も 濃 度 検

出 を 行 う こ と が で き る 。

　 本 実 施 形 態 の バ ラ ス ト 水 処 理 装 置 は 、 濃 度 検 出 手 段 ９ ８ を 備 え る こ と で 、 薬 剤 又 は 活 性

物 質 の 濃 度 管 理 を 行 い 、 殺 滅 物 質 供 給 手 段 ４ ０ か ら 供 給 す る 薬 剤 又 は 活 性 物 質 の 調 整 を 行

う 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 次 に 、 図 ２ を 用 い て バ ラ ス ト 水 処 理 装 置 の オ ン バ ラ ス ト 時 の 流 れ を 説 明 す る 。

　 取 水 手 段 １ ０ に よ っ て 、 取 水 シ ー チ ェ ス ト １ １ か ら 取 水 し た 水 は 、 濾 過 手 段 ２ ０ で 濾 過

さ れ た 後 に 、 バ ラ ス ト タ ン ク ３ ０ に 貯 え ら れ る 。

　 こ の 取 水 時 に は 、 殺 滅 物 質 供 給 手 段 ４ ０ の 薬 剤 又 は 活 性 物 質 が 、 混 合 弁 ９ ６ か ら 水 に 添

加 さ れ る 。

　 従 っ て 、 薬 剤 又 は 活 性 物 質 が 添 加 さ れ た 水 は 、 取 水 手 段 １ ０ で 混 合 が 促 進 さ れ 、 濾 過 手

段 ２ ０ に 至 る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 オ ン バ ラ ス ト 時 に は 、 開 閉 弁 Ｖ １ 及 び 開 閉 弁 Ｖ ２ を 開 、 開 閉 弁 Ｖ ３ 及 び 開 閉 弁 Ｖ ４ を 閉

と し て い る 。

　 ま た 、 オ ン バ ラ ス ト 時 に は 、 切 替 弁 ９ ４ は 配 管 ８ ７ へ の 流 れ を 閉 と し 、 切 替 弁 ９ ６ は 配

管 ８ ８ へ の 流 れ を 閉 と し て い る 。

　 濃 度 検 出 手 段 ９ ８ は 、 取 水 手 段 １ ０ の 下 流 側 に 設 け て い る た め 、 取 水 手 段 １ ０ に よ り 薬

剤 又 は 活 性 物 質 が 攪 拌 さ れ 、 安 定 し た 濃 度 を 検 出 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 こ の よ う に 濾 過 手 段 ２ ０ に 至 っ た 水 は 、 薬 剤 又 は 活 性 物 質 が 添 加 さ れ て い る た め 、 バ ク

テ リ ア や プ ラ ン ク ト ン を 殺 滅 し 、 濾 過 手 段 ２ ０ で の バ イ オ フ ィ ル ム の 繁 殖 を 防 止 で き る 。

　 ま た 、 濃 度 検 出 手 段 ９ ８ に よ っ て 、 薬 剤 又 は 活 性 物 質 の 濃 度 を 検 出 し 、 薬 剤 又 は 活 性 物

質 の 濃 度 管 理 を 行 う こ と で 、 バ ク テ リ ア や プ ラ ン ク ト ン を 確 実 に 殺 滅 で き る と と も に 薬 剤
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又 は 活 性 物 質 を 必 要 以 上 に 添 加 す る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 次 に 、 図 ３ を 用 い て バ ラ ス ト 水 処 理 装 置 の オ ン バ ラ ス ト 時 （ 濾 過 手 段 の 洗 浄 ） の 流 れ を

説 明 す る 。

　 な お 、 図 ３ で は 濾 過 手 段 ２ ０ の 洗 浄 時 の 流 れ を 説 明 す る た め に 、 図 ２ と 別 に 説 明 す る が

、 本 実 施 形 態 で は 分 岐 弁 ９ ３ を 用 い て い る た め 、 図 ２ の 流 れ と 図 ３ の 流 れ は 同 時 に 行 わ れ

る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 取 水 手 段 １ ０ に よ っ て 、 取 水 シ ー チ ェ ス ト １ １ か ら 取 水 し 、 濾 過 手 段 ２ ０ で 濾 過 さ れ た

後 の 水 の 一 部 は 、 逆 洗 用 ポ ン プ ５ １ に よ っ て 分 岐 弁 ９ ３ か ら 濾 過 手 段 ２ ０ に 戻 さ れ る 。

　 濾 過 手 段 ２ ０ で 濾 過 さ れ た 後 の 水 の 一 部 に は 、 殺 滅 物 質 供 給 手 段 ４ ０ の 薬 剤 又 は 活 性 物

質 が 添 加 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 オ ン バ ラ ス ト 時 に は 、 開 閉 弁 Ｖ １ 及 び 開 閉 弁 Ｖ ２ を 開 、 開 閉 弁 Ｖ ３ 及 び 開 閉 弁 Ｖ ４ を 閉

と し て い る 。

　 ま た 、 オ ン バ ラ ス ト 時 に は 、 切 替 弁 ９ ４ は 配 管 ８ ７ へ の 流 れ を 閉 と し 、 切 替 弁 ９ ６ は 配

管 ８ ８ へ の 流 れ を 閉 と し て い る 。

　 洗 浄 用 配 管 ８ ４ に よ っ て 供 給 さ れ 、 濾 過 手 段 ２ ０ に 至 っ た 水 は 、 洗 浄 手 段 ５ ０ に よ っ て

濾 過 手 段 ２ ０ を 洗 浄 し 、 濾 過 手 段 ２ ０ を 洗 浄 し た 後 の 汚 染 水 は 、 排 出 管 ８ ５ に よ っ て 汚 染

水 タ ン ク ３ １ に 貯 え ら れ る 。

　 こ の 汚 染 水 に は 、 薬 剤 又 は 活 性 物 質 が 添 加 さ れ て い る た め 、 バ ク テ リ ア や プ ラ ン ク ト ン

を 殺 滅 し 、 濾 過 手 段 ２ ０ で の バ イ オ フ ィ ル ム の 繁 殖 を 防 止 で き る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 次 に 、 図 ４ を 用 い て バ ラ ス ト 水 処 理 装 置 の デ バ ラ ス ト 時 の 流 れ を 説 明 す る 。

　 取 水 手 段 １ ０ に よ っ て 、 バ ラ ス ト タ ン ク ３ ０ 内 の バ ラ ス ト 水 は 、 配 管 ８ ８ 及 び 排 水 管 ８

２ を 経 由 し て 排 水 シ ー チ ェ ス ト ８ １ か ら 排 出 さ れ る 。

　 こ の バ ラ ス ト 水 の 排 出 時 に は 、 薬 剤 又 は 活 性 物 質 を 中 和 す る 中 和 液 が 、 無 害 化 手 段 ６ ０

か ら 供 給 さ れ 、 混 合 弁 ９ ７ か ら 水 に 添 加 さ れ る 。

　 無 害 化 手 段 ６ ０ か ら 供 給 さ れ る 中 和 液 で 、 薬 剤 又 は 活 性 物 質 を 無 害 化 す る こ と で 、 バ ラ

ス ト 水 を 海 域 に 戻 す こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 デ バ ラ ス ト 時 に は 、 開 閉 弁 Ｖ １ 及 び 開 閉 弁 Ｖ ２ を 閉 、 開 閉 弁 Ｖ ３ 及 び 開 閉 弁 Ｖ ４ を 開 と

し て い る 。

　 ま た 、 デ バ ラ ス ト 時 に は 、 切 替 弁 ９ ５ 及 び 切 替 弁 ９ ６ は 配 管 ８ ８ と を 接 続 し て い る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 次 に 、 図 ５ を 用 い て バ ラ ス ト 水 処 理 装 置 の デ バ ラ ス ト 時 （ 汚 染 水 の 排 出 ） の 流 れ を 説 明

す る 。

　 ポ ン プ ７ １ に よ っ て 、 汚 染 水 タ ン ク ３ １ 内 の 汚 染 水 は 、 配 管 ８ ６ か ら 熱 処 理 手 段 ７ ０ を

経 由 し 、 熱 処 理 さ れ た 汚 染 水 は 、 切 替 弁 ９ ４ 、 切 替 弁 ９ ５ 、 配 管 ８ ８ 及 び 排 水 管 ８ ２ を 経

由 し て 排 水 シ ー チ ェ ス ト ８ １ か ら 排 出 さ れ る 。

　 熱 処 理 手 段 ７ ０ に よ っ て 熱 処 理 を 行 う こ と で 、 バ ク テ リ ア や プ ラ ン ク ト ン を 殺 滅 す る こ

と が で き る と と も に 、 例 え ば 活 性 物 質 と し て 塩 素 を 用 い て い る 場 合 な ど で は 無 害 化 を 行 う

こ と が で き る 。

　 ま た バ ラ ス ト 水 の 排 出 時 に は 、 薬 剤 又 は 活 性 物 質 を 中 和 す る 中 和 液 が 、 無 害 化 手 段 ６ ０

か ら 供 給 さ れ 、 混 合 弁 ９ ７ か ら 水 に 添 加 さ れ る 。

　 無 害 化 手 段 ６ ０ か ら 供 給 さ れ る 中 和 液 で 、 薬 剤 又 は 活 性 物 質 を 無 害 化 す る こ と で 、 バ ラ

ス ト 水 を 海 域 に 戻 す こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 デ バ ラ ス ト 時 に は 、 開 閉 弁 Ｖ １ 及 び 開 閉 弁 Ｖ ２ を 閉 、 開 閉 弁 Ｖ ３ 及 び 開 閉 弁 Ｖ ４ を 開 と

し て い る 。
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　 ま た 、 デ バ ラ ス ト 時 に は 、 切 替 弁 ９ ５ 及 び 切 替 弁 ９ ６ は 配 管 ８ ８ と を 接 続 し て い る 。

　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 バ ラ ス ト タ ン ク ３ ０ か ら の 排 水 と 、 汚 染 水 タ ン ク ３ １ か ら の 排

水 を 別 々 に 行 う 説 明 を 行 っ た が 、 バ ラ ス ト タ ン ク ３ ０ か ら の 排 水 と 、 汚 染 水 タ ン ク ３ １ か

ら の 排 水 を 同 時 に 行 う こ と も で き る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 次 に 、 図 ６ を 用 い て バ ラ ス ト 水 処 理 装 置 に 用 い る 洗 浄 手 段 付 濾 過 手 段 の 構 成 に つ い て 説

明 す る 。

　 濾 過 手 段 ２ ０ は 、 円 筒 状 の フ ィ ル タ ー 部 材 ２ １ で 構 成 さ れ 、 フ ィ ル タ ー 部 材 ２ １ の 外 周

部 か ら 内 周 部 に 水 が 導 入 さ れ る こ と で 濾 過 が 行 わ れ る 。

　 フ ィ ル タ ー 部 材 ２ １ は 、 例 え ば 、 リ ン グ 状 の デ ィ ス ク を 積 層 し た も の や 、 金 網 、 ノ ッ チ

ワ イ ヤ ー 、 不 織 布 に よ っ て 構 成 さ れ た も の が 用 い ら れ る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 洗 浄 手 段 ５ ０ は 、 フ ィ ル タ ー 部 材 ２ １ の 一 部 を 区 画 し 、 逆 洗 水 を 流 す た め の 隔 壁 ５ ２ 、

５ ３ と 、 フ ィ ル タ ー 部 材 ２ １ を 回 転 さ せ る モ ー タ （ 図 示 せ ず ） と か ら 構 成 さ れ る 。 一 対 の

隔 壁 ５ ２ は 、 フ ィ ル タ ー 部 材 ２ １ の 内 部 を 区 画 し 、 一 対 の 隔 壁 ５ ３ は フ ィ ル タ ー 部 材 ２ １

の 外 部 を 区 画 し て い る 。

　 洗 浄 用 配 管 ８ ４ は 、 一 対 の 隔 壁 ５ ２ で 区 画 さ れ た 領 域 に 接 続 さ れ 、 排 出 管 ８ ５ は 、 一 対

の 隔 壁 ５ ３ で 区 画 さ れ た 領 域 に 接 続 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 上 記 構 成 に よ っ て 、 一 対 の 隔 壁 ５ ３ で 囲 ま れ た 領 域 以 外 で は 、 フ ィ ル タ ー 部 材 ２ １ に は

、 取 水 シ ー チ ェ ス ト １ １ か ら 取 水 さ れ 、 薬 剤 又 は 活 性 物 質 が 添 加 さ れ た 水 が 導 入 さ れ 、 フ

ィ ル タ ー 部 材 ２ １ で 濾 過 さ れ た 水 は 、 一 対 の 隔 壁 ５ ２ で 囲 ま れ た 領 域 以 外 か ら 、 バ ラ ス ト

タ ン ク ３ ０ に 導 出 さ れ る 。

　 一 方 、 一 対 の 隔 壁 ５ ２ で 囲 ま れ た 領 域 で は 、 フ ィ ル タ ー 部 材 ２ １ に は 、 洗 浄 用 配 管 ８ ４

か ら 、 薬 剤 又 は 活 性 物 質 が 添 加 さ れ た 水 が 導 入 さ れ 、 フ ィ ル タ ー 部 材 ２ １ を 洗 浄 し た 後 の

汚 染 水 は 、 一 対 の 隔 壁 ５ ３ で 囲 ま れ た 領 域 か ら 、 排 出 管 ８ ５ を 通 っ て 汚 染 水 タ ン ク ３ １ に

導 出 さ れ る 。

　 フ ィ ル タ ー 部 材 ２ １ が 回 転 す る こ と で 、 濾 過 時 の フ ィ ル タ ー 部 材 ２ １ の 汚 れ は 、 連 続 し

て 洗 浄 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 次 に 、 図 ７ を 用 い て バ ラ ス ト 水 処 理 装 置 を 搭 載 し た 船 舶 の 構 成 を 説 明 す る 。

　 船 体 １ の 船 尾 ２ 側 に は 、 補 助 ボ イ ラ ー や 排 熱 回 収 サ イ レ ン サ ー な ど で 構 成 さ れ る 熱 源 手

段 ７ ４ が 配 置 さ れ て い る 。

　 汚 染 水 タ ン ク ３ １ の 汚 染 水 は 、 ポ ン プ ７ １ に よ っ て 熱 回 収 型 熱 交 換 器 ７ ２ 、 熱 交 換 器 ７

３ に 導 か れ 、 熱 処 理 さ れ る 。 熱 処 理 さ れ た 汚 染 水 は 、 熱 回 収 型 熱 交 換 器 ７ ２ で 、 熱 処 理 前

の 汚 染 水 を 加 熱 す る 。 従 っ て 、 熱 交 換 器 ７ ３ で は 、 熱 ロ ス 分 の 熱 を 、 熱 源 手 段 ７ ４ か ら 補

充 す れ ば よ い 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 以 下 に 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に よ る バ ラ ス ト 水 処 理 装 置 に つ い て 説 明 す る 。 図 ８ は 同 バ

ラ ス ト 水 処 理 装 置 の ラ イ ン 図 で あ る 。 上 記 実 施 形 態 と 同 一 機 能 部 材 に は 同 一 符 号 を 付 し て

説 明 を 省 略 す る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 図 ８ に 示 す バ ラ ス ト 水 処 理 装 置 で は 、 上 記 実 施 形 態 に お け る 熱 処 理 手 段 ７ ０ に 代 え て 高

濃 度 滅 菌 物 質 供 給 手 段 １ ０ ０ を 備 え て い る 。

な お 、 高 濃 度 滅 菌 物 質 供 給 手 段 １ ０ ０ と し て 薬 剤 を 用 い る 場 合 は 、 前 述 の 殺 滅 物 質 供 給 手

段 ４ ０ か ら 高 濃 度 の 薬 液 供 給 を 受 け る こ と も 可 能 で あ る 。

　 高 濃 度 滅 菌 物 質 供 給 手 段 １ ０ ０ は 、 汚 染 水 タ ン ク ３ １ に 貯 え る 汚 染 水 に 添 加 す る 高 濃 度

の 薬 剤 又 は 活 性 物 質 を 貯 え て い る 。 こ こ で 、 高 濃 度 滅 菌 物 質 供 給 手 段 １ ０ ０ か ら 供 給 さ れ

る 高 濃 度 の 薬 剤 又 は 活 性 物 質 は 、 殺 滅 物 質 供 給 手 段 ４ ０ か ら 添 加 さ れ る 薬 剤 又 は 活 性 物 質

の 濃 度 で は 死 滅 し な い Ｌ サ イ ズ プ ラ ン ク ト ン を 殺 滅 す る 濃 度 の 薬 剤 又 は 活 性 物 質 で あ る 。
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例 え ば 、 殺 滅 物 質 供 給 手 段 ４ ０ か ら 添 加 さ れ る 塩 素 の 濃 度 が ５ ｐ ｐ ｍ で あ る と き 、 高 濃 度

滅 菌 物 質 供 給 手 段 １ ０ ０ か ら 添 加 さ れ る 塩 酸 濃 度 を ３ ０ ｐ ｐ ｍ と す る 。

　 濾 過 手 段 ２ ０ か ら 汚 染 水 タ ン ク ３ １ ま で の 排 出 管 ８ ５ に は 、 混 合 弁 ９ ９ が 設 け ら れ 、 混

合 弁 ９ ９ に 高 濃 度 滅 菌 物 質 供 給 手 段 １ ０ ０ か ら の 給 水 管 １ ０ １ が 接 続 さ れ て い る 。 給 水 管

１ ０ １ に は 、 高 濃 度 殺 滅 物 質 供 給 ポ ン プ Ｙ Ｐ ３ が 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 本 実 施 形 態 に お け る バ ラ ス ト 水 処 理 装 置 は 、 上 記 実 施 形 態 に お け る 図 ３ に 示 す オ ン バ ラ

ス ト 時 （ 濾 過 手 段 の 洗 浄 ） に 、 高 濃 度 滅 菌 物 質 供 給 手 段 １ ０ ０ か ら 高 濃 度 の 薬 剤 又 は 活 性

物 質 を 、 排 出 管 ８ ５ を 流 れ る 汚 染 水 に 添 加 す る 。

　 ま た 、 本 実 施 形 態 に お け る バ ラ ス ト 水 処 理 装 置 は 、 上 記 実 施 形 態 に お け る 図 ５ に 示 す バ

ラ ス ト 水 処 理 装 置 の デ バ ラ ス ト 時 （ 汚 染 水 の 排 出 ） に 、 配 管 ８ ６ か ら ポ ン プ ７ １ に よ っ て

、 汚 染 水 は 、 配 管 ８ ７ 、 切 替 弁 ９ ４ 、 切 替 弁 ９ ５ 、 配 管 ８ ８ 及 び 排 水 管 ８ ２ を 経 由 し て 排

水 シ ー チ ェ ス ト ８ １ か ら 排 出 さ れ る 。 な お 、 ポ ン プ ７ １ を 省 略 し た い 場 合 は 各 バ ラ ス ト タ

ン ク に 繋 が る 通 常 の 配 管 系 を 通 じ て 排 出 す る こ と が 出 来 る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 濾 過 手 段 ２ ０ の 洗 浄 時 に 添 加 す る 薬 剤 又 は 活 性 物 質 で は 死 滅 し な

い 、 例 え ば Ｌ サ イ ズ プ ラ ン ク ト ン を 殺 滅 す る こ と が で き る 。 ま た 、 汚 染 水 タ ン ク ３ １ に 蓄

え て い る 間 に 時 間 を か け て 薬 剤 や 活 性 物 質 の 効 力 を 低 下 さ せ る こ と が で き る 。

　 な お 、 図 ８ に 示 す バ ラ ス ト 水 処 理 装 置 で は 、 上 記 実 施 形 態 に お け る 熱 処 理 手 段 ７ ０ に 代

え て 高 濃 度 滅 菌 物 質 供 給 手 段 １ ０ ０ を 備 え る 場 合 で 説 明 し た が 、 熱 処 理 手 段 ７ ０ と と も に

高 濃 度 滅 菌 物 質 供 給 手 段 １ ０ ０ を 用 い て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 以 上 の よ う に 本 実 施 形 態 は 、 バ ラ ス ト タ ン ク ３ ０ に 貯 え る 水 を 取 水 す る 取 水 手 段 １ ０ と

、 取 水 手 段 １ ０ で 取 水 し た 水 を 濾 過 す る 濾 過 手 段 ２ ０ と 、 濾 過 手 段 ２ ０ を 再 生 す る た め の

洗 浄 を 行 う 洗 浄 手 段 ５ ０ を 備 え 、 洗 浄 手 段 ５ ０ に よ る 濾 過 手 段 ２ ０ の 洗 浄 時 に 薬 剤 又 は 活

性 物 質 を 含 む 水 で 洗 浄 を 行 い 、 洗 浄 後 の 汚 染 水 を 汚 染 水 タ ン ク ３ １ に 貯 え る も の で あ り 、

本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 薬 剤 又 は 活 性 物 質 を 含 む 水 で 濾 過 手 段 ２ ０ を 洗 浄 す る こ と で バ ク テ

リ ア や プ ラ ン ク ト ン を 殺 滅 し 、 濾 過 手 段 ２ ０ で の バ イ オ フ ィ ル ム の 繁 殖 を 防 止 で き 、 ま た

洗 浄 後 の 汚 染 水 を 汚 染 水 タ ン ク ３ １ に 貯 え る こ と で バ ラ ス ト と し て 利 用 で き る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 ま た 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 洗 浄 手 段 ５ ０ に よ る 濾 過 手 段 ２ ０ の 洗 浄 を 、 取 水 手 段 １ ０ に

よ る 取 水 時 に 行 う こ と で 、 洗 浄 を 連 続 的 に 行 え る と と も に 、 汚 染 水 を バ ラ ス ト に 用 い る た

め に 、 オ ン バ ラ ス ト 時 間 を 短 縮 で き る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 ま た 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 薬 剤 又 は 活 性 物 質 を 、 濾 過 手 段 ２ ０ の 上 流 側 で 水 に 添 加 す る

こ と で 、 濾 過 手 段 ２ ０ に バ イ オ フ ィ ル ム が 繁 殖 す る こ と が な く 、 濾 過 手 段 ２ ０ の 機 能 低 下

を 防 止 で き る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 ま た 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 薬 剤 又 は 活 性 物 質 を 無 害 化 す る 無 害 化 手 段 ６ ０ を さ ら に 備 え

、 薬 剤 又 は 活 性 物 質 を 無 害 化 す る こ と で 、 汚 染 水 を 海 域 に 戻 す こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 ま た 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 薬 剤 又 は 活 性 物 質 の 濃 度 を 検 出 す る 濃 度 検 出 手 段 ９ ８ を さ ら

に 備 え 、 薬 剤 又 は 活 性 物 質 の 濃 度 管 理 を 行 う こ と で バ ク テ リ ア や プ ラ ン ク ト ン を 確 実 に 殺

滅 で き る と と も に 薬 剤 又 は 活 性 物 質 を 必 要 以 上 に 添 加 す る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 ま た 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 汚 染 水 タ ン ク ３ １ に 貯 え ら れ た 汚 染 水 を 熱 処 理 す る 熱 処 理 手

段 ７ ０ を さ ら に 備 え 、 熱 処 理 手 段 ７ ０ で 熱 処 理 し た 汚 染 水 を 外 部 へ 排 出 す る こ と で 、 バ ク

テ リ ア や プ ラ ン ク ト ン を 殺 滅 す る こ と が で き る と と も に 、 例 え ば 活 性 物 質 と し て 塩 素 を 用

い て い る 場 合 な ど で は 無 害 化 を 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ４ 】
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　 ま た 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 熱 処 理 手 段 ７ ０ と し て 熱 回 収 型 熱 交 換 器 ７ ２ を 用 い た こ と で

、 熱 回 収 に よ っ て 省 エ ネ 化 を 図 る こ と が で き る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 本 発 明 は 、 特 に 原 油 の 輸 送 を 主 な 目 的 と す る 大 型 タ ン カ ー に 適 し た バ ラ ス ト 水 処 理 装 置

、 こ の バ ラ ス ト 水 処 理 装 置 を 搭 載 し た 船 舶 、 及 び バ ラ ス ト 水 処 理 方 法 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 １ ０ 　 取 水 手 段

　 ２ ０ 　 濾 過 手 段

　 ３ ０ 　 バ ラ ス ト タ ン ク

　 ３ １ 　 汚 染 水 タ ン ク

４ ０ 　 殺 滅 物 質 供 給 手 段

　 ５ ０ 　 洗 浄 手 段

　 ６ ０ 　 無 害 化 手 段

　 ７ ０ 　 熱 処 理 手 段

　 ７ ２ 　 熱 回 収 型 熱 交 換 器

　 ９ ８ 　 濃 度 検 出 手 段

10



(13) JP  2013-91438  A   2013.5.16

【 図 １ 】



(14) JP  2013-91438  A   2013.5.16

【 図 ２ 】



(15) JP  2013-91438  A   2013.5.16

【 図 ３ 】



(16) JP  2013-91438  A   2013.5.16

【 図 ４ 】



(17) JP  2013-91438  A   2013.5.16

【 図 ５ 】



(18) JP  2013-91438  A   2013.5.16

【 図 ６ 】



(19) JP  2013-91438  A   2013.5.16

【 図 ７ 】



(20) JP  2013-91438  A   2013.5.16

【 図 ８ 】



(21) JP  2013-91438  A   2013.5.16

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

フロントページの続き

(51)Int.Cl.　　　　　　　　　　　　　　 ＦＩ　　　　　　　　　　　　　　　　　　テーマコード（参考）

　 Ｂ０１Ｄ　29/11　　 (2006.01)　　　　　 Ｃ０２Ｆ　 1/50　　５５０Ｃ　　　　　　　　　　

　 Ｂ０１Ｄ　29/66　　 (2006.01)　　　　　 Ｃ０２Ｆ　 1/50　　５６０Ａ　　　　　　　　　　

　 Ｂ０１Ｄ　29/62　　 (2006.01)　　　　　 Ｃ０２Ｆ　 1/50　　５６０Ｃ　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｃ０２Ｆ　 1/50　　５６０Ｆ　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｃ０２Ｆ　 1/50　　５６０Ｚ　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｃ０２Ｆ　 1/02　　　　　Ｃ　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｃ０２Ｆ　 1/02　　　　　Ｚ　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｃ０２Ｆ　 1/70　　　　　Ｚ　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｃ０２Ｆ　 1/50　　５１０Ａ　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｂ０１Ｄ　29/10　　５１０Ｄ　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｂ０１Ｄ　29/10　　５１０Ｇ　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｂ０１Ｄ　29/38　　５１０Ｄ　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｂ０１Ｄ　29/38　　５１０Ｃ　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｂ０１Ｄ　29/38　　５２０Ｂ　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｂ０１Ｄ　29/38　　５８０Ｚ　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｃ０２Ｆ　 1/50　　５２０Ｐ　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｂ０１Ｄ　29/10　　５２０Ｂ　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｂ０１Ｄ　29/10　　５３０Ａ　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｂ６３Ｂ　13/00　　　　　Ａ　　　　　　　　　　

(74)代理人　100111006

　　　　　　弁理士　藤江　和典

(74)代理人　100116241

　　　　　　弁理士　金子　一郎

(72)発明者　山根　健次

　　　　　　東京都三鷹市新川６丁目３８番１号　独立行政法人海上技術安全研究所内

(72)発明者　松岡　一祥

　　　　　　東京都三鷹市新川６丁目３８番１号　独立行政法人海上技術安全研究所内

(72)発明者　村上　睦尚

　　　　　　東京都三鷹市新川６丁目３８番１号　独立行政法人海上技術安全研究所内

(72)発明者　伊飼　通明

　　　　　　東京都三鷹市新川６丁目３８番１号　独立行政法人海上技術安全研究所内

(72)発明者　綾　威雄

　　　　　　奈良県生駒市緑ヶ丘１４２１－２

(72)発明者　猪原　祥行

　　　　　　広島県福山市草戸町１－４－７

(72)発明者　藤木　信彦

　　　　　　広島県尾道市向東町１０７９

(72)発明者　西岡　成憲

　　　　　　奈良県大和高田市材木町５番４１号　水野ストレーナー工業株式会社内

Ｆターム(参考) 4D034 AA01　CA01　CA06

　　　　　　　 4D050 AA12　AB06　AB45　BA07　CA01　CA07　CA10　CA12　CA15


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

